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要旨

本研究では障害のある子どもの保育に対する思いや考えの変化、障害のある子どもの保育に携わるこ
とに対するイメージを通して、保育者養成課程を経たことでの成長と課題を明らかにすることを目的と
し、大学 4 年生 6 名を対象に2016年 2 月にインタビュー調査を実施した。障害のある子どもの保育につ
いての考え方については大学 3 年次と 4 年次で比較し、権他（2015）のコード化を用いて分析を行っ
た。大分類として『環境』『保育上の留意点』『保育における障害の認識』『差別・偏見』『将来的展望』
の 5 つがあり、大学 4 年生になると『保育上の留意点』『将来的展望』についての具体的な語りがあり、
保育者としての成長が窺えた。また、『保育における障害の認識』『差別・偏見』についての語りがな
く、そのため変化が追跡できなかった。語りがなかったことの意味を検討すると共に、この点がどのよ
うに変化しているのかを確認していく必要があることも明らかとなった。

障害のある子どもの保育に携わることのイメージとして、研究対象者全員が携わることを認識してい
た。実習等を踏まえ、実際の臨床事例に触れることでより具体的に認識していけるようになっていた。
大学 4 年生になると、子どもに応じたかかわりを考える際に、集団生活に基づいて考えていくように
なっていた。集団生活で予想される子どもの姿としては集団に適応しにくい様子を挙げることが多いも
のの、障害のある子どもとない子どもが共に過ごす場所として、すべての子どもにとって望ましい場と
なることを目指したいと将来的な展望を抱けるようになっていることもわかった。それに対して、障害
のある子どもの保育に携わると捉えていながらも、具体的な保育の展開やかかわり、子ども理解、障害
のある子どもに対する障害のない子どもとの関係形成をどのように捉え、進めていくのかが課題となっ
ていることが明らかになった。
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1 ．はじめに

幼稚園・保育所・認定こども園は、子どもにとって家庭から離れて初めて過ごす集団生活の場であ
る。少子化社会を迎え、子ども同士がかかわる機会が減少していることを踏まえると、同年齢や異年齢
の子ども同士のかかわりあう場で過ごすことは子どもにとって大切な育ちの場であることがわかる。こ
ういった集団生活の場において、幼稚園教育要領解説（2008）1 ）には、教師の役割として①幼児が行っ
ている活動の理解者としての役割、②幼児との共同作業者、幼児と共鳴する者としての役割、③モデル
としての役割、④遊びの援助者としての役割が記されている。子どもにとって適切な人的な環境として
保育者の担うものは大きい。

現在、この現場では、インクル─ジョンの概念に基づくインクルーシブ保育の在り方を模索してい
る。日本においても文化的・社会的・経済的困難な特別なニーズを持つ子どもに対応しうる保育者の養
成は大きな課題として注目され、特に、障害のある子どもに関しては統合保育からインクルーシブ保育
への転換を図ろうとしている。地方自治体の保育所入所要件をみると、障害のある子どもの保育所への
受け入れの前提として集団生活を送れることが記されており、保育・教育の場の特性を踏まえた状態に
なっていることがわかる。保育所保育指針解説（2008）2 ）、幼稚園教育要領解説（2008）、幼保連携型認
定こども園教育・保育要領解説（2015）3 ）には障害のある子どもの保育に関する記述が掲載されてい
る。そこには、障害のある子どもの保育については一人一人の発達過程や障害状態を把握し、個に応じ
たかかわりと集団の中の一員としてのかかわりの両面を大事にしながら保育を展開し、障害のある子ど
もが他の子どもとの生活を通して共に成長できるよう、指導計画の中に位置づけること、保護者支援の
重要性を明記している。また、幼稚園教育要領解説（2008）と幼保連携型認定こども園教育・保育要領
解説（2015）には、将来、障害者に対する正しい理解と認識を深めると同時に、社会性や豊かな人間性
を身につける上でも、障害のある子どもと活動を共にすることは大切なことであると明記している。

こういった背景から、我々は保育・教育の場がインクルーシブ保育へ転換していく将来像を見据え、
保育者養成課程における障害のある子どもの支援に関するカリキュラムの充実を図ることを目的とし
て、2012年から継続的に研究を行っている。研究は大きく 2 つの視点で進行してきた。 1 つ目は障害の
ある子どもとの出会いの実態を把握すること、 2 つ目は学年進行に基づいた学生の成長と課題を明らか
にしていくことである。

1 つ目の障害のある子どもとの出会いの実態として、大学入学前に養成課程入学者全体の約 8 割は出
会い経験を持っていることがわかった。その多くが、学校内での共に過ごしているのがほとんどであっ
た鈴木他，2013 4 ）；2014 5 ）。毎年アンケート調査の実施を重ねているが、例年同様の結果になっている。
2 つ目の学年進行に基づいた学生の成長と課題の整理では、障害のある子どもの保育に対する思いや考
えに対する自由回答を検討資料として考察してきた。大学 1 年生では『環境』『保育上の留意点』『保育
における障害の認識』『差別・偏見』『将来的展望』の 5 つの視点が障害のある子どもの保育を考える際
に浮かび上がってきた（鈴木他，2014）。大学 3 年生になると、『環境』『保育上の留意点』の 2 つの視
点になった（権他，2015 6 ））。例えば、『環境』として、障害のある子どもを受け入れられる園内環境を
整える必要があることを考え、『保育上の留意点』として障害のある子どもにとっての必要なかかわり
の提供に加えて、子ども同士の関係への支援を考えていた。このように、大学 1 年生と大学 3 年生では
障害のある子どもの保育に対する考えが変化していることがわかった。では、大学 4 年生ではどうなの
だろうか。本研究では障害のある子どもの保育に対する思いや考えの変化、障害のある子どもの保育に
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携わることに対するイメージを通して、保育者養成課程を経たことでの成長と課題を明らかにしたい。
この検討を通し、今後、障害観の変容を検討する材料としたい。

2 ．研究の方法

（ 1）調査対象者
本研究では、2013年度に実施したアンケート調査の研究対象で、追跡研究に協力の了承を得た保育者

養成課程に在籍する大学 4 年生 8 名のうち、本インタビュー調査への研究協力の了承が得られた 6 名を
対象とした。2016年 9 月現在、保育・教育の場において保育者として活躍している。
（ 2）調査方法

保育者養成課程を終えた2016年 2 月に 1 名当たり約60分程度の時間をかけてインタビュー調査を実施
した。なお、インタビューはインタビューガイドに沿って実施し、その回答をICレコーダーに音声録
音し、逐語を起こした。インタビューアーは障害のある子どもや成人について学び、現場経験があり、
またインタビューに慣れている者で実施した。
（ 3）調査項目

インタビュー項目は以下の 4 項目とし、半構造化面接で実施した。
項目Ⅰ：大学入学後の障害のある子ども及び大人との出会い、項目Ⅱ：障害のある子どもの保育・教

育に関する意識の変容について、項目Ⅲ：障害観の変容について、項目Ⅳ：障害のある子どもの保育に
ついてである。

本稿では、項目Ⅳの②障害のある子どもの保育に携わることのイメージ、項目Ⅳの③障害のある子ど
もの保育についての考え方の 2 つの質問の回答について分析を行う。
（ 4）分析方法

項目Ⅳの②障害のある子どもの保育に携わることのイメージは設問に対する自由回答を質的分析し
た。項目Ⅳの③障害のある子どもの保育についての考え方は、表 1 に示した障害のある子どもの保育に
対する思いや考えのコード化（権他，2015）を基に分析し、大学 3 年次と大学 4 年次の回答内容を比較
して分析した。

化ドーコ容内のそと類分の方え考るす対に育保のもど子るあの害障

〇環境 

・社会生活 障害の有無にかかわらず共に生活しやすい社会 環境-1-1 

・保育・教育 障害の有無にかかわらず共に過ごす場 環境-2-1 

2-2-境環場の育教・育保たし慮考を度程害障

点意留の上育保〇

・子ども支援 子どもにとって必要なかかわりの提供 

子ども同士の関係への支援 

保育上の留意点-1-1 

保育上の留意点-1-2 

・保護者支援 保護者に対する助言・指導 保育上の留意点-2-1 

識認の害障るけおに育保〇

1-1-識認の害障るすと性個を害障性個・

1-2-識認の害障いなし識意と害障、がるす要は援支るあがズーニ・

見偏・別差〇

1-1-見偏・別差識認ういとるあが見偏別差るあが見偏別差・

・差別偏見の排除 差別偏見を取り除くことが望ましいという認識 差別・偏見-2-1 

1-1-望展的来将え構心たけ向にりわかかの後今望展的来将〇

表 1　障害のある子どもの保育に対する思いや考えのコード化（権他，2015）



122

（ 5）倫理的配慮
調査のすべての過程において研究対象者の人権およびプライバシーの保護に配慮しており、学内の研

究倫理委員会の承認を得た。本論文においても調査対象者の名前が特定できないように配慮をした。

3 ．結果

（ 1）障害のある子どもの保育についての考え方の変化
障害のある子どもの保育についての考えを聞くにあたり、「あなたの今の障害のある子どもの保育に

ついての考えを教えてください。あなたの考えを自由に述べてください」と問うた。学生Bを除く 5 名
は大学 3 年次と大学 4 年次の回答を並べて掲載する。表 2 に記す。

大学 3 年生では、すべての子どもが共に保育・教育の場で過ごせるようにしたいという思いがある。
同時に、そうすることの難しさにも目を向けるようになっている。障害のある子どもの障害程度を考慮
した環境作りや個別のかかわりの必要性、個別のかかわりとクラス運営での葛藤を予想するような内容
もあった。また、実習における臨床事例から、障害のある子どもとない子どもが共に互いの思いあうク
ラスづくりを目指したいと述べるものもあった。障害のある子どもに焦点をあてて、子どもとの関係作
りや保育環境をみつめていることが窺える。

大学 4 年生では、保育・教育の場は集団生活を前提としていることに触れ、障害のある子どもとない
子どもが共に過ごせる方向性を探っている。子ども同士の関係への支援として、例えば、学生Aは障
害のある子どものことを障害のない子どもに問われた時に、どのように子どもに説明をするのかが課題
であると述べていたり、学生Bは実習での経験から子ども達が障害のある子どもを正しく理解していけ
るよう仲介したいと述べている。保育・教育の場を通して、将来の展望としても障害のある子ども・大
人に対する正しい理解をもつ場として子どもに影響を与えるだろうと推測する語りもあった。

大学 3 年生及び 4 年生では、障害のある子どもへの個別のかかわりを要することは想定していた。ま
た、大学 3 年生では、障害のある子どもとの活動や遊びの共有について述べるが、大学 4 年生ではそこ
に加えて子どもの子ども理解の援助についても考えていることが窺えた。

以上のことを踏まえると、権（2015）で改訂した障害のある子どもの保育に対する思いや考え方の大
分類は変更の必要がなかった。大分類の内容については、保育上の留意点の子ども支援に『集団生活を
意識した保育』が加わり、将来的展望に『クラス運営の想像と課題の推測』、保育・教育の場に障害の
ある子どもがいることで『正しい障害理解につながる場』としての意味をもつと考えるようになったこ
とが確認できた（表 3 ）。
（ 2）障害のある子どもの保育に携わるイメージ

障害のある子どもの保育に携わることへのイメージを聞くにあたり、「あなた自身が保育・教育現場
に立った時に、障害のある子どもの保育に携わることはイメージできますか？」と問うた。その結果を
表 4 に示す。研究対象者 6 名全員がイメージできると回答した。

障害のある子どもの保育に携わるイメージの語りから、①障害のある子どもと保育・教育の場で携わ
ることへの認識、②保育・教育の場で過ごす子どもの想定、③個別にかかわりと『集団生活』の捉え方
の 3 点が語られていた。
①障害のある子どもと保育・教育の場で携わることへの認識

保育・教育の場において、障害のある子どもと携わることがイメージできると研究対象者 6 名全員が
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し
て

悪
く言

う
子

ど
も

に
対

し
て

も
、

子
ど

も
に

も
理

解
で

き
る

よ
う

に
言

葉
を

か
け

、
お

互
い

に
受

け
入

れ
ら

れ
る

よ
う

な
環

境
を

作
り

た
い

。
ま

た
、

保
護

者
へ

の
援

助
に

も
携

わ
る

こ
と

に
な

る
。

不
安

だ
が

、
少

し
で

も
力

に
な

れ
れ

ば
い

い
な

と
思

う
。

 

C
 

そ
の

子
の

持
っ

て
い

る
障

害
の

度
合

が
軽

い
と

い
う

か
、

普
通

の
幼

稚
園

や
保

育
園

で
、

障
害

を
持

っ
て

い
な

い
子

ど
も

達

と
過

ご
せ

る
レ

ベ
ル

の
障

害
で

あ
れ

ば
、

一
緒

に
過

ご
し

た
ほ

う
が

い
い

と
思

う
。

そ
の

子
の

得
意

な
部

分
を

出
し

て
、

そ
れ

を
ほ

か
の

子
ど

も
に

教
え

ら
れ

る
よ

う
な

場
所

な
ど

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。
 

ま
ず

は
障

害
に

つ
い

て
理

解
し

な
が

ら
、

障
害

の
あ

る
子

ど
も

自
身

に
つ

い
て

も
知

っ
て

、
理

解
し

て
、

関
わ

り
な

が
ら

そ
の

子
を

知
っ

た
り

信
頼

関
係

を
つ

くっ
て

い
っ

た
り

し
て

い
き

た
い

。
も

し
関

わ
る

こ
と

が
あ

れ
ば

。
 

D
 

障
害

の
あ

る
子

ど
も

に
関

し
て

は
、

（や
っ

ぱ
り

さ
っ

き
も

言
っ

た
よ

う
に

）統
合

保
育

、
な

る
べ

く狭
い

空
間

に
い

る
の

で
は

な
くて

、
広

い
視

野
で

、
健

常
児

童
も

一
緒

に
遊

ん
だ

り
、

で
き

る
限

り
、

そ
の

子
の

状
態

も
見

て
、

外
に

出
た

り
、

一
緒

に

遠
足

に
行

っ
た

り
と

か
、

行
事

に
も

参
加

、
運

動
会

に
も

出
た

り
と

か
し

て
、

一
緒

に
思

い
出

を
作

っ
て

い
くこ

と
が

、
内

側
か

ら
育

つ
も

の
が

あ
る

の
か

な
と

思
う

。
 

統
合

と
言

っ
て

も
、

完
全

に
社

会
が

障
害

と
統

合
っ

て
い

う
感

じ
で

は
な

い
と

思
う

。
そ

う
な

っ
て

い
くこ

と
で

こ
ち

ら
側

も
気

持
ち

が
い

い
し

、
偏

見
を

持
ち

続
け

る
と

お
互

い
気

持
ち

が
悪

い
と

思
う

の
で

、
全

員
が

全
員

じ
ゃ

な
い

と
思

う
が

、
経

験
す

れ
ば

変
わ

る
人

も
す

ご
く多

い
と

思
う

の
で

、
そ

う
い

う
機

会
が

あ
れ

ば
い

い
な

と
思

う
。

 

E 
障

害
を

抱
え

て
い

る
子

ど
も

に
は

、
よ

り
一

層
の

注
意

と
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

も
し

統
合

保
育

を
行

っ
て

い
る

園
の

職
員

で
あ

っ
た

ら
、

職
員

の
配

置
の

仕
方

に
も

よ
る

が
、

難
し

さ
や

大
変

さ
の

気
持

ち
の

ほ
う

が
多

分
今

は
大

き
い

と
思

う
。

し
か

し
、

統
合

保
育

の
大

切
さ

な
ど

も
考

え
た

り
、

そ
う

だ
な

と
思

う
部

分
が

あ
る

た
め

、
自

分
の

中
で

矛
盾

が
あ

る
。

そ
う

い
う

子

ど
も

と
関

わ
る

園
が

た
くさ

ん
増

え
て

ほ
し

い
と

い
う

の
も

、
実

際
自

分
の

中
の

思
い

で
も

あ
る

た
め

、
難

し
い

と
思

っ
て

い

る
。

 

や
っ

ぱ
り

、
自

分
が

保
育

者
の

立
場

だ
っ

た
ら

色
々

な
不

安
は

あ
る

。
し

か
し

、
子

ど
も

た
ち

が
障

害
の

あ
る

子
ど

も
と

出
会

っ
た

り
関

わ
っ

た
り

、
ま

た
逆

も
言

え
る

の
だ

が
、

障
害

の
あ

る
子

ど
も

が
な

い
子

ど
も

と
関

わ
っ

た
り

、
遊

ん
だ

り
す

る
こ

と

は
い

い
刺

激
も

た
くさ

ん
あ

る
と

思
う

。
そ

う
い

う
場

所
や

保
育

が
あ

る
こ

と
に

対
し

て
は

、
す

ご
い

賛
成

の
気

持
ち

は
あ

る
。

 

F 
も

し
自

分
が

保
育

者
に

な
っ

て
、

ク
ラ

ス
で

障
害

の
あ

る
子

が
い

た
と

き
に

、
す

ご
い

不
安

が
あ

る
。

そ
の

子
ば

か
り

に
目

が

行
っ

て
し

ま
わ

な
い

か
と

か
、

ク
ラ

ス
全

体
を

見
な

が
ら

…
…

。
障

害
と

い
う

勉
強

は
、

サ
ブ

じ
ゃ

な
い

で
す

け
ど

、
今

は
そ

ん

な
感

じ
で

勉
強

し
て

い
る

。
専

門
分

野
で

は
な

い
と

い
う

か
。

そ
の

た
め

、
自

分
が

仕
事

を
し

た
と

き
に

す
ご

い
不

安
が

あ
る

と
い

う
の

を
考

え
た

こ
と

が
あ

る
。

た
ぶ

ん
い

い
面

と
か

も
た

くさ
ん

あ
る

と
思

う
が

、
保

育
者

の
立

場
に

な
る

と
、

ど
う

し
て

い

い
か

分
か

ら
な

くな
っ

た
り

と
か

、
た

ぶ
ん

、
す

る
の

か
な

と
思

う
。

 

そ
の

子
ど

も
の

で
き

る
、

そ
の

子
ど

も
の

可
能

性
を

十
分

に
引

き
出

す
こ

と
が

で
き

る
保

育
を

し
た

い
。

な
か

な
か

言
葉

が

出
な

い
子

に
対

し
て

、
た

くさ
ん

こ
ち

ら
が

言
葉

を
か

け
た

り
、

返
事

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

り
。

そ
の

子
ど

も
は

障
害

が
あ

る
か

ら
で

き
な

い
と

か
、

決
め

つ
け

る
の

で
は

な
くて

、
で

き
る

こ
と

を
ど

ん
ど

ん
や

ら
せ

て
い

っ
て

あ
げ

た
い

と
思

う
。

 

表
2
　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
変
化
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回答した。障害のある子どもに携わるイメージとして、学生Cと学生Fは保育所実習や幼稚園教育実習
にて障害のある子どもが保育の場で過ごしていることを確認し、より現実的になったことを述べてい
る。学生Bは障害程度や種類を挙げ、学生Cと学生D、学生Eは障害のある子どもの保育に携わる場合
の『私』の動きを想像していた。
②保育・教育の場で過ごす子どもの想定

保育・教育の場で過ごすと想定する子どもとして、学生Bは、「知的な子」「学習障害」「落ち着かな
かったり、集団生活の中で皆と合わせることが難しい姿を想像する」と具体的に挙げている。研究対象
者 6 名の回答をみると、障害のある子どもに対して子どもにとって必要なかかわりを提供することを述
べている。医療ケアを要する子どもや重度あるいは最重度の障害程度の子どもについて必要な配慮に関

表 3　障害のある子どもの保育に対する思いや考えのコード化の改訂

化ドーコ容内のそと類分の方え考るす対に育保のもど子るあの害障

〇環境 

・社会生活 障害の有無にかかわらず共に生活しやすい社会 環境-1-1 

・保育・教育 障害の有無にかかわらず共に過ごす場 環境-2-1 

2-2-境環場の育教・育保たし慮考を度程害障

点意留の上育保〇

・子ども支援 子どもにとって必要なかかわりの提供 

子ども同士の関係への支援 

集団生活を意識した保育(*) 

保育上の留意点-1-1 

保育上の留意点-1-2 

保育上の留意点-1-3(*) 

・保護者支援 保護者に対する助言・指導 保育上の留意点-2-1 

識認の害障るけおに育保〇

1-識認の害障るすと性個を害障性個・

・ニーズがある 支援は要するが、障害と意識しない 障害の認識-2 

見偏・別差〇

1-見偏・別差識認ういとるあが見偏別差るあが見偏別差・

・差別偏見の排除 差別偏見を取り除くことが望ましいという認識 差別・偏見-2 

〇将来的展望 今後のかかわりに向けた心構え 

クラス運営の想像と課題の推測(*) 

正しい障害理解につながる場(*) 

将来的展望-1 

将来的展望-2(*) 

将来的展望-3(*) 

(*)追加コード

学生 語りの内容 

A 幼稚園の中でクラスに何人かはいる。自分がこれから持つクラスでもいることが想定できている。 

B 先ほども述べたが、知的の子、何人か学習障害もいると思う。落ち着かなかったり、集団生活の中でみ

んなと合わせるのが難しい姿を想像する。 

C 実習で実際に関わってすごく現実的になった。実習で少しずつ関わり、実際に自分が保育者になったと

きはより一層関わってその子を知っていかなきゃいけないという気持ちがある。障害のない子に対して

もだが、障害や障害のある子ども自身についてももっと知らなきゃとか知りたいなっていう気持ちがある

ため想像できる。 

D 1 年目では先輩保育者の助言を受けながら、今までと一緒で時間をかけてその子の家庭での様子や

今までの育ちについて確認し、好きなことを一緒に楽しめるようになってから、いろいろまたそこから支

援とかしている様子を想像する。 

E 保育の中で障害のある子どもに関わりたいという思いがある。しかし、感情移入しすぎてしまうことを懸

念している。その障害を持った子どもにとって望ましい保育が自分でできるか不安がある。もし統合保

育だったら、その子に目が行きすぎて、ほかの健常者の子どもたちに目が行き届かなくなるのではない

かと考えてしまい、自信がない。 

F 補助の先生が入る様子を見たことがある。自分が保育する場合は全然違うと思うが、実習で少しずつ

こういうことに気をつけたほうが良いと、本当に少しずつ分かるようになってきた。 

表 4　障害のある子どもの保育に携わるイメージの語り
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する語りはなかった。
③個別にかかわりと『集団生活』の捉え方

保育・教育の場にといて、学生Bは「集団生活の中で皆と合わせるのが難しい」子どもの姿を語っ
た。他の 5 名は具体的に子どもの様子を述べていないものの、集団生活における個別のかかわりの必要
性は述べている。個別のかかわりの内容として、学生Cは「障害のある子どもとのかかわりを持ちなが
ら、障害や障害のある子ども自身について知る必要がある」と述べ、学生Fは「補助の先生が入る様子
を見たことがある」と実践の場であった保育環境について述べている。また、学生Dは「先輩保育者の
助言を受けながら、時間をかけて子どもの育ちを確認し、一緒に楽しめるようになってから、支援して
いく。」とその子どもに応じたかかわりを進めていくことを予想している。

次に、『集団生活』を捉えている内容として、学生A、学生Bは集団生活の中にいて、皆と合わせる
ことが難しい様子を想像し、学生Eは障害のある子どもとその他クラスの子どもの両方をみられるか不
安に思い、学生Fは集団生活の体制について述べていた。

4 ．考察

（ 1）障害のある子どもの保育についての考え方からみる成長と課題
大学 3 年生では、障害のある子どもとない子どもが活動や遊びを共有するために子どもにとって必要

なかかわりを行うことを予想している。大学 4 年生になると、障害のある子どもへの個別のかかわりと
同時に、集団生活を意識した保育者としてのかかわりを想定するようになっている。また、障害のない
子どもに対しても障害のある子どもの理解が進むようなかかわりを行う必要があることを考えられるよ
うになっている。

その一方で、障害のない子どもの障害のある子どもへの理解を進めていく過程が具体的に想像でき
ず、障害のある子どもが障害のない子どもと関係を築けるようなかかわりを想定した語りは見られな
かった。子どもが子どもの中で育つ場として捉える保育・教育の場において、集団生活は相互性が想定
されていることを考えると、この点に語りが見られなかったことは今後の課題として捉えることができ
よう。また、障害のある子どもの保育に対する思いや考えのコード化にある大分類の中で、『保育にお
ける障害の認識』『差別・偏見』についての語りがなく、そのため変化が追跡できなかった。語りがな
かったことの意味を検討すると共に、この点がどのように変化しているのかを確認していく必要がある
ことも明らかとなった。

幼稚園教育要領解説（2008）にある 4 つの教師の役割を基に学生の成長と課題を整理したい。教師の
役割のうち、①幼児が行っている活動の理解者としての役割と②幼児との共同作業者、幼児と共鳴する
者としての役割、④遊びの援助者としての役割については、障害のある子どもの楽しみや味わいを理解
しようとする構えが獲得されていると考えられる。それに対して、③モデルとしての役割については、
障害のある子どもとない子どもをつなぐ際に保育者の日頃の動きが関係すると述べるものはなく、保育
者養成課程を終えた段階では想定しきれていないと考える。
（ 2）障害のある子どもの保育に携わるイメージにみる成長と課題

免許資格の取得に関するに関する実習を通して、障害のある子どもが保育・教育の場にいることを確
認し、実感が伴って障害のある子どもは保育・教育の場に『いる』ことを捉え、携わることの構えが構
築されていることが考えられる。
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次に、保育・教育の場で障害のある子どもが過ごす様子として、個別のかかわりと『集団生活』の両
方を捉えるようになっていることがわかった。保育者のかかわりや保育の計画によってすべての子ども
が互いに育ち合い認め合う保育環境をどのように構築していくかの具体像が抱けず、障害のある子ども
のいる集団を運営する難しさを語るにとどまっている。これは、実習等で保育現場にふれ、現場保育者
の動きを見る中で、自らが保育者となったときに類似する出来事に遭遇することを予想していると考え
られる。保育・教育の場に集う子どもの多くは健常発達の子どもであり、年齢相応の成長発達に沿う集
団運営が念頭に置かれることが関係している。保育・教育の場で過ごす子どもの想定として、医療ケア
を要する子どもや重度あるいは最重度の障害程度の子どもについて必要な配慮に関する語りはなく、集
団行動がとれる移動手段をもつ子どもで、集団生活の中での個別の声掛けがあることで保育・教育の場
の生活が過ごせる障害程度の子どもを想定していることが考えられる。現在の保育・教育の場で入所が
認められる子どもと、本研究対象者が保育・教育の場で過ごすと予想する子どもは一致していることが
わかった。今後、インクルーシブ保育へ向かうにあたり、保育所入所要件の見直しがなされる可能性も
あるだろう。保育・教育の保障の視点から、各現場の特性を踏まえつつ、すべての子どもの発達保障に
視点を置ける保育者養成を行っていくことが求められる。

以上のことから、保育者となったときに障害のある子どもとかかわることは認識できており、障害の
ある子どもの保育に携わる『私』イメージが作られていることがわかった。

その上で、携わることはわかっていながらもその方法は具体的に抱けていないことが課題として挙
がってきた。

4 ．結論と今後の課題

保育者養成の 4 年間を経ることで、障害のある子どもを保育・教育の場で育てていることと、そこに
『私』が携わることになることを認識していることがわかった。実習等を踏まえ、実際の臨床事例に触
れることでより具体的に認識していけるようになっていた。大学 4 年生になると、子どもに応じたかか
わりを考える際に、集団生活に基づいて考えていくようになっていた。集団生活で予想される子どもの
姿としては集団に適応しにくい様子を挙げることが多いものの、障害のある子どもとない子どもが共に
過ごす場所として、すべての子どもにとって望ましい場となることを目指したいと将来的な展望を抱け
るようになっていることもわかった。それに対して、障害のある子どもの保育に携わると捉えていなが
らも、具体的な保育の展開やかかわり、子ども理解、障害のある子どもに対する障害のない子どもとの
関係形成をどのように捉え、進めていくのかが課題となっていることが明らかになった。

今後、保育・教育の現場がインクルーシブに向かうにあたり、現場の変化を常に気にかけていく必要
がある。保育者が保育現場での保育実践を通して、障害のある子どもの保育やクラス運営について習得
していく側面と、保育者養成校が担える障害のある子どもの保育に対する指導内容を整理して検討して
いく必要があるといえる。

引き続き、障害観の変化がここにどのように関係していくのかを検討し、障害のある子どもを含めた
すべての子どもの最善の利益を尊重し得る保育者養成を検討していきたい。
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